










要約：鳥取県で継続的に行っている先天異常モニタリングの調査結果を報告した。1990 年

から調査形態を変更したことによって、里帰り分娩も含めて調査率がほぼ 100%になった。

そこには速報性としてのメリットと信頼性としてのデメリットが考えられた。抗てんかん

薬や向精神薬などを服用している患者から出生する新生児の身長、体重など周産期異常を

報告した。催奇形性は今日ほとんど問題が生じていないと考えられた。 


